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〈
昭
和
五
十
七
年
度
〉

認
可
保
育
所

入
所
説
明
会
開
催

昭
和
五
十
七
年
度
認
可
保
育
所

に
入
所
を
必
要
と
す
る
幼
児
を
持

つ
世
帯
を
対
象
に
説
明
会
が
、
次

の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
日
時
十
二
月
二
日
　
㈱

　
　
　
　
午
後
一
時
半
～

　
場
所
　
中
里
村
総
合
セ
ン
タ
；

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
階

　
忘
れ
な
い
よ
う
に
出
席
し
て
く

だ
さ
い
。

不
在
者
投
禦
の

　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
任
期
満
了
に
伴
う
、
中
里
村
長

選
挙
が
、
十
一
月
二
十
九
日
に
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。

　
投
票
日
に
ど
う
し
て
も
仕
事
や

用
事
の
た
め
、
又
は
病
気
の
た
め

投
票
所
に
行
か
れ
な
い
人
は
、
十

一
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
八
日
ま

で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
の
で

投
票
し
た
い
人
は
役
場
へ
印
鑑
を

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

　
出
稼
ぎ
に
行
か
れ
る
方
は
、
不

在
者
投
票
が
で
き
る
よ
う
、
印
鑑

持
参
の
う
え
、
選
挙
管
理
委
員
A
、
ム

に
事
前
請
求
の
手
続
き
を
し
て
お

で
か
け
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
選
挙
管
理
委
員
会

（
密
二
五
一
一
）
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

「
選
駅
の
も
お
り
」

　
　
放
，
送
予
定

　
選
挙
常
時
啓
発
事
業
の
一
環
と

し
て
、
政
治
、
選
挙
の
倫
理
化
を

テ
ー
マ
と
し
た
テ
レ
ビ
番
組
「
選

択
の
し
お
り
」
が
十
月
か
ら
放
送

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
番
組
で
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ

ア
ー
を
藤
田
弓
子
さ
ん
に
お
願
い

し
て
、
各
界
の
名
士
の
方
に
、
愛
、

人
生
、
政
治
に
つ
い
て
お
話
を
し

て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

☆
新
潟
総
合
テ
レ
ビ

　
毎
週
日
曜
日
、
朝
七
時
半
～
七

　
時
四
十
五
分
ま
で

白
菊
会
に
加
入
を

　
日
進
月
歩
の
進
歩
を
と
げ
つ
つ

あ
る
現
代
医
学
で
す
が
、
そ
の
前

途
に
は
多
く
の
未
解
決
の
難
問
が

横
た
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
将
来
の
医
・
歯
学
そ
し
て
医
療

に
と
っ
て
、
最
も
重
要
な
こ
と
は

立
派
な
医
師
を
育
成
す
る
た
め
の

医
学
教
育
の
問
題
で
す
。

　
人
体
の
構
造
を
究
め
る
解
剖
学

は
、
医
学
の
基
礎
と
も
い
え
る
学

問
で
す
。
解
剖
学
の
教
育
と
研
究

に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
遺
体
を

確
保
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。

　
新
潟
白
菊
会
は
、
天
寿
を
全
う

し
た
後
、
自
分
の
遺
体
を
医
学
教

育
に
捧
げ
る
こ
と
、
献
体
を
生
前

か
ら
約
束
し
た
人
々
の
集
ま
り
で

す
。

　
明
日
の
医
学
、
歯
学
を
に
な
う

医
師
の
育
成
の
た
め
、
新
潟
白
菊

会
の
献
体
運
動
に
参
加
し
て
く
だ

さ
る
方
々
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
お
問
い
合
せ
は
、
役
場
保
健
課

ま
た
は
、
新
潟
白
菊
会
ま
で

新
潟
市
旭
町
通
り
新
潟
大
学
医

学
部
内

　
（
曾
〇
二
五
二
ー
二
三
ー

　
　
　
　
　
　
　
↓
ハ
一
ム
ハ
一
）

年
末
資
金
の
申
込
み

　
　
は
お
早
め
に
〃
”

　
国
民
金
融
公
庫
で
は
、
中
小
企

業
者
向
け
年
末
融
資
を
取
扱
っ
て

い
ま
す
。

☆
融
資
金
額
　
千
八
百
万
円
以
内

☆
融
資
期
間

　
運
転
資
金
五
年
以
内

　
設
備
資
金
七
年
以
内

☆
返
済
方
法

　
月
賦
払
い

　
詳
し
く
は
、
公
庫
窓
口
ま
た
は

商
工
会
ま
で
。

昭
和
五
十
七
年
度

訓
練
生
募
集

　
県
立
魚
沼
高
等
職
業
訓
練
校
（

北
魚
沼
郡
堀
ノ
内
町
）
で
は
、
昭

和
五
十
七
年
度
の
訓
練
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

☆
募
集
訓
練
科

　
木
工
科
　
二
十
名

　
建
築
科
　
三
十
名

　
左
官
科
　
二
十
名

☆
応
募
資
格

　
中
学
校
卒
業
以
上
の
学
力
を
有

す
る
人
（
昭
和
五
十
七
年
三
月
、

中
学
校
卒
業
予
定
者
含
む
）

☆
願
書
受
付
け

　
昭
和
五
十
六
年
十
一
月
二
日
～

十
一
月
十
⊥
ハ
日

☆
選
考
日

　
昭
相
五
士
ハ
年
十
一
月
二
十
七
日

☆
そ
の
他

　
遠
方
の
方
は
、
寄
宿
舎
に
入
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
訓
練

校
ま
で
。

〈
訂
正
V

　
前
号
の
な
か
さ
と
村
の
家
計
簿

の
中
で
、
円
グ
ラ
フ
の
合
計
額
が

歳
出
と
あ
り
ま
す
が
、
歳
入
の
誤

り
で
す
。

　
緑
色
の
印
鑑
証
明
の
上
か
ら
二

行
目
が
登
録
者
…
…
と
あ
り
ま
す

が
、
登
録
替
の
誤
り
で
す
。

　
訂
正
し
て
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

幽
茄

　
　
　
働

彪
、
、

　
　
　
　
　
の
　
い

動
物
舞
ん
書

冬
ご
も
り
．
．
．

ざ
と
ー
ワ
“

い
η
言
ぞ

寝
ろ
名
り
ぼ
一

　
　
　
　
　
　
　
曳

匹
　
も

翫
β

③
　、診協郁留

と　　弔　一

　　交通事故の相談は
　　　　お気軽に〃
　交通事故の防止は、みんなの願い

ですが、万一事故を起こしたり被害

者になったりした場合、解決方法や

保険請求手続き等がわからないとい

った人が意外に多いようです。

　このため「新潟自動車保険請求セ

ンター」では、被害者、加害者に関

係なく、また強制、任意保険を問わ

ず、無料で交通事故の相談に応じて

いますので、どうぞご利用ください。

☆開設場所

　新潟市本町通7番町1082

　新潟自動車保険請求相談コーナー

☆相談時間

　平日　午前9時30分～午後4時30

　　　　分まで

　土曜日　午前9時30分～正午まで

　専門の相談員が親身になって相談

に応じていますので、お気軽にどう

ぞ。

④
・
㊥
・
㊧
・
⑱

＊
産
　
声
＊

幸
　
子
（
鈴
木
　
一
郎
）
白
羽
毛

み
ゆ
き
（
大
平
　
哲
朗
）
倉
　
俣

綾
香
（
山
田
敏
雄
）
干
溝

弘
　
実
（
山
岸
角
太
郎
）
堀
之
内

敏
行
（
大
口
哲
雄
）
通
り
山

千
賀
子
（
阿
部
　
隆
嗣
）
新
屋
敷

剛
　
（
瀧
澤
光
夘
）
田
中

　
む
　
　
　

｛
　
山
田
　
　
敦
　
26
　
宮
　
　
中

　
　
　
み
い
ヂ
　
め
　
ナ
ヨ
　
　

麟
麟
組
朴
奮

魏
彫
燗
晶

騨
蒜
脳
稀

酬
謡
韻
舗
田
側

賭
難
旧
黙

難
作
藩
齢
離

瀧
澤
　
　
剛
　
　
o
　
　
田
　
中

編
集
後
記

広
報
な
か
さ
と
を
発
行
す
る
よ

う
に
な
っ
て
、
は
や
七
カ
月
が
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
、
読
ま
れ

る
広
報
紙
を
作
る
よ
う
に
努
力
し

て
き
ま
し
た
。

　
毎
号
を
ご
覧
に
な
っ
て
「
こ
う

し
た
方
が
よ
い
。
こ
う
い
う
も
の

を
載
せ
た
ら
」
と
い
う
意
見
を
お

持
ち
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
ど
ん
な
こ
と
で
も
け
っ
こ
う
で

す
の
で
、
お
便
り
や
電
話
を
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

醸
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年うよ
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊確かな老後》

つっかも
　
若
い
人
に
と
っ
て
老
後
の
こ
と
は
、
遠
い
将

一中里村の国民年金一
被f呆険者．＿…一，鮒撒1

保険料収納額一一…1億2，158万円

検認率…・一一……………99．9％

受給権者数　拠出……一・…869人

　　　　　福祉…・…一…503人
給付　額　拠出…・2億2，455万円

　　　　　福祉一1億3，733万円

鹸薦馨・

簸鱗

鋳

　
我
国
で
は
、
原
則
と
し
て
だ
れ

も
が
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
、
各

種
共
済
組
合
等
の
年
金
制
度
に
加

入
す
る
「
国
民
皆
年
金
」
の
仕
組

み
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
、
農
業
、
商
業
等

の
自
営
業
者
や
理
容
業
、
飲
食
業

等
の
サ
ー
ビ
ス
業
者
と
、
そ
の
家

族
を
加
入
対
象
と
し
た
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
年
を
と
り
働
け

な
く
な
っ
た
時
、
年
金
を
支
給
し

て
生
活
の
安
定
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
万
一
の
事
故
や
病
気
等

で
障
害
者
や
母
子
家
庭
等
に
な
っ

た
時
の
た
め
に
、
障
害
年
金
、
母

子
（
準
母
子
）
年
金
、
遺
児
年
金

寡
婦
年
金
、
死
亡
一
時
金
等
が
あ

り
、
老
年
に
な
る
ま
で
の
生
活
保

障
に
も
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。

　
二
十
歳
は
国
民
年
金

　
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

　
ニ
十
歳
に
な
っ
て
大
人
の
仲
間

入
り
を
す
る
と
、
多
く
の
権
利
が

与
え
ら
れ
る
と
同
時
に
義
務
や
責

任
も
課
せ
ら
れ
ま
す
が
、
国
民
年

金
に
加
入
す
る
こ
と
も
そ
の
一
つ

で
す
。
二
十
歳
か
ら
五
十
九
歳
ま

で
の
人
で
、
他
の
公
的
年
金
に
加

入
し
て
い
な
い
人
は
、
強
制
的
に

加
入
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　
（
公
的
年
金
加
入
者
の
配
偶
者
、

昼
間
部
の
学
生
等
を
除
く
）

n
老
齢
年
金
〕

うまいもんだの一ウーン

　
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
を
受
給

す
る
に
は
、
原
則
と
し
て
二
十
五

年
以
上
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
例
外
と
し
て
昭
和
五
年
四
月
一

日
以
前
に
生
れ
た
方
（
国
民
年
金

制
度
が
で
き
た
と
き
す
で
に
三
十

歳
を
超
え
て
い
た
人
）
は
、
保
険

料
を
納
め
る
期
間
が
短
か
か
っ
た

た
め
別
表
の
よ
う
に
受
給
資
格
年

数
が
十
年
か
ら
二
十
四
年
に
短
縮

さ
れ
て
い
ま
す
。

n
通
算
老
齢
年
金
〕

　
最
近
、
農
業
の
機
械
化
や
生
活

様
式
の
向
上
に
伴
い
、
会
社
に
勤

め
る
人
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
会
社
勤
め
が
増
え
る
と
と
も
に

転
職
す
る
人
が
増
え
、
一
つ
の
公

的
年
金
制
度
か
ら
老
齢
年
金
を
受

給
で
き
る
だ
け
の
資
格
年
数
が
な

い
と
い
っ
た
場
合
が
で
て
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
人
の
た
め
に
、
公

的
年
金
に
加
入
し
た
期
間
を
合
せ

て
あ
る
一
定
期
間
以
上
の
年
数
が

あ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
金
制
度

か
ら
掛
け
た
年
数
分
受
給
で
き
る

・
よ
う
に
し
た
の
が
通
算
年
金
制
度

で
す
。

　
〈
被
保
険
証
書
は
大
切
に
V

　
こ
れ
か
ら
は
、
出
稼
ぎ
先
等
で

厚
生
年
金
に
加
入
す
る
機
会
が
増

え
て
き
ま
す
の
で
、
厚
生
年
金
の

被
保
険
者
証
は
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
等
か
ら

通算老齢年金の事例

＋團■■■一25年

一25年十

一25年十國＋
＋囮閣團■一20年

は
じ
め
て
も
ら
っ
た
被
保
険
者
証

（
記
号
番
号
）
は
、
そ
の
人
の
一

生
を
通
じ
て
使
用
す
る
も
の
で
す

か
ら
、
会
社
を
変
っ
た
と
し
て
も

同
じ
記
号
番
号
で
加
入
し
て
く
だ

さ
い
。n

障
害
年
金
〕

　
障
害
年
金
は
、
一
定
の
加
入
期

間
の
あ
る
人
が
、
病
気
や
ケ
ガ
に

よ
り
身
体
障
害
者
と
な
り
、
日
常

生
活
に
制
限
を
受
け
る
よ
う
な
状

態
に
な
っ
た
と
き
、
そ
の
障
害
の

程
度
に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

別表資格期間短縮表

！

固
き
＊
＊
＊
＊

　
　
　
　
　
　
　
　
作

●
　
　
　
　
　
　
　
　
富
ー

　
　
　
　
　
　
　
里

　
　
　
　
　
　
　
　
川
磯

　
　
　
　
　
　
　
豊

　
　
　
　
　
　
　
　
之
⑯

　
　
　
　
　
　
　
　
一
井

五
十
年
の
冬
、
突
然
関
節
リ
ウ

マ
チ
を
患
い
、
こ
れ
か
ら
先
ど
う

し
た
も
の
か
と
…
　
　
。

　
そ
ん
な
と
き
年
金
委
員
か
ら
、

障
害
年
金
の
こ
と
を
知
ら
さ
れ
、

さ
っ
そ
く
手
続
き
を
し
ま
し
た
。

　
今
、
障
害
年
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
有
難
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　山崎
小林春美
　（36歳〉

　
四
十
九
年
の
春
、
主
人
に
突
然

先
立
た
れ
、
二
人
の
子
供
を
か
か

え
る
私
は
途
方
に
暮
れ
る
毎
日
で

し
た
。

　
そ
ん
な
と
き
、
心
の
支
え
と
な

っ
た
の
が
母
子
年
金
で
す
。

　
母
子
年
金
は
額
も
多
く
毎
年
あ

が
り
ま
す
の
で
有
難
い
で
す
ネ
。

！
’
睦
巳
豊
ー
ー
1
ー
ー
1
ー
ー
l
l
l
－
ー
ー
1
ー
亀
。

生まれた日 期間

大正5年4月1日以前 10年

大正6年4月1日〃 11年

大正7年4月1日〃 12年

大正8年4月1日〃 13年

大正9年4月1日〃 14年

大正10年4月1日〃 15年

大正11年4月1日〃 16年

大正12年4月1日〃 17年

大正13年4月1日〃 18年

大正14年4月1日〃 19年

大正15年4月1日〃 20年

昭和2年4月1日〃 21年

昭和3年4月1日〃 22年

昭和4年4月1日〃 23年

昭和5年4月1日〃 24年
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

奥
さ
ん
、
老
後
は

　
大
丈
夫
で
す
か
？

　
女
性
の
平
均
寿
命
は
、
男
性
よ

り
約
五
年
長
く
、
ま
た
結
婚
時
の

年
齢
差
を
考
慮
す
る
と
、
夫
が
死

亡
し
て
か
ら
七
～
八
年
間
妻
は
ひ

と
り
暮
ら
し
の
生
活
が
待
っ
て
い

ま
す
。

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
は
、

ご
主
人
の
年
金
が
あ
る
か
ら
と
安

心
し
て
は
い
ま
せ
ん
か
？

　
万
一
、
ご
主
人
に
不
幸
に
し
て

先
だ
た
れ
れ
ば
、
ご
主
人
の
老
齢

年
金
は
遺
族
年
金
に
変
り
、
奥
さ

ん
の
受
け
と
る
年
金
額
は
、
老
齢

年
金
の
半
額
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
国
民
年
金
に
加
入

　
　
　
　
　
し
て
い
る
と
、
老
後

　
　
　
　
　
は
夫
婦
そ
ろ
っ
て
老

　
　
　
　
　
齢
年
金
を
受
け
と
ら

　
　
　
　
　
れ
ま
す
。
万
一
、
病

　
　
　
あ
気
や
ケ
ガ
で
障
害
者

お母さんと“っしょでうれしいな

に
な
っ
た
時
に
は
障

害
年
金
、
ご
主
人
が

亡
く
な
り
母
子
家
庭

と
な
っ
た
時
に
は
、

遺
族
年
金
に
加
え
、

国
民
年
金
の
母
子
年

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
備
え
あ
れ
ば
憂
い

な
し
と
い
う
こ
と
わ

ざ
が
あ
り
ま
す
。
奥

さ
ん
、
豊
か
な
老
後

を
過
す
た
め
に
は
夫

の
年
金
に
頼
ら
ず
、

あ
な
た
自
身
の
年
金
権
を
確
保
す

る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。ご

存
知
で
す
か
？

物
価
ス
ラ
イ
ド
制

　
昭
和
四
十
八
年
か
ら
国
民
年
金

で
は
、
総
理
府
の
発
表
す
る
全
国

消
費
者
物
価
指
数
が
、
前
年
度
に

比
べ
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
上

下
し
た
場
合
年
金
額
を
そ
の
率
に

応
じ
て
改
定
す
る
「
物
価
ス
ラ
イ

ド
制
」
を
取
り
入
れ
、
年
金
額
の

目
減
り
を
防
止
し
て
い
ま
す
。多／づ〉、処・〃

　　　　　老齢年金額の計算式

11淀額部分
｛（1680円×納付月数）十（1680円×免除月数×吉）l　xLO78

　　　　　　　　　　　　　　　（物価スライド率）

（2騎　別　加　算（昭和5年4月1日以前に生まれた人のみ）

65・円×（3・・月一加入月数）x納付易数讐階±×L・78

（3）付加分（付加保険料を納付している人）

200円×納付月数　　※通算年金には特別加算はっきません

付
加
年
金
に

　
　
加
入
し
よ
う
〃
“

　
付
加
年
金
は
、
高
い
保
険
料
を

納
め
て
も
高
い
給
付
を
受
け
た
い

と
い
う
要
望
に
よ
っ
て
で
き
た
も

の
で
す
。

　
保
険
料
は
定
額
保
険
料
四
千
五

百
円
に
付
加
保
険
料
四
百
円
を
納

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
あ
な
た
も
付
加
保
険
料
を
納
め

て
将
来
よ
り
よ
い
年
金
を
受
け
ま

せ
ん
か
。

謡
磯
囎
講
璽
嘉
疑
誘
轟
ヂ

改
正
さ
れ
た
国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

（拠出年金）

●年金額の引上げ（56．7実施）
　　　　　　（月額）

　老齢年金
　25年年金42，000円→45，275円
　10年年金　26，550円→28，625円

　5年年金22，600円→24，367円
　障害年金
　　　1級　52，250円→56，325円
　　　2級　41，800円→45，058円

　母子・準母子・遺児年金など
　　　　　　41，800円→45，058円
●像険料額の改定（57．4実施）
　定額保険料　　4，500→5，220円

（福祉年金）

●年金額の引上げ（56．8曳施）
　社会経済情勢にかんがみ、必要
　に応じた年金額の改善
　老齢年金　22，500円→24，000円

　※扶養義務者の収入が年間600
　　万円（6人世帯）以上の場合
　　　　　　22，500円→23，000円

　障害年金
　　　1級33，800円→36，000円
　　　2級　22，500円→24，000円

　母子・準母子年金
　　　　　　29，300円→31，200円

　
年
金
給
付
の
費
用
は
、
被
保
険

者
の
保
険
料
と
そ
の
運
用
収
入
、

国
庫
負
担
金
等
で
賄
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
現
在
の
給
付
水
準
を
維
持
す
る

に
は
、
現
行
の
保
険
料
（
四
千
五

百
円
）
の
二
倍
以
上
が
必
要
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
保
険
料
を
低
く
押
え
て
い
る
の

は
、
加
入
者
の
負
担
が
急
激
に
増

え
な
い
よ
う
に
政
策
的
に
配
慮
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
が
、
段
階
的

に
保
険
料
は
引
き
上
げ
ら
れ
て
い

き
ま
す
。

　
ま
た
、
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
の
導

入
に
よ
り
、
給
付
水
準
の
向
上
に

伴
い
、
そ
れ
に
見
合
う
保
険
料
の

ア
ッ
プ
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

っザトク聾く摯てみむ

年
金
制
度
を
守
り
、
さ
ら
に
発

展
さ
せ
る
た
め
に
、
保
険
料
の
適

正
負
担
に
つ
い
て
、
理
解
と
協
力

が
強
く
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

☆
☆
☆
☆
　
　
☆
☆

納
め
忘
れ
は
危
険

　
「
ま
だ
若
い
し
、
す
こ
し
く
ら

い
納
め
な
く
て
も
い
い
だ
ろ
う
」

と
い
っ
た
考
え
方
は
禁
物
で
す
。

　
老
齢
年
金
は
確
か
に
、
二
十
五

年
以
上
納
め
る
と
受
給
資
格
が
で

き
ま
す
が
、
障
害
年
金
や
母
子
年

金
等
は
、
事
故
に
会
っ
た
と
き
、

未
納
の
な
い
こ
と
が
条
件
で
す
。

　
万
一
に
備
え
て
保
険
料
は
、
き

ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

年金
臓
甜8

G

　
　
　
気

．
珍

1　＜母子年金＞

一年以上完納していた

者が生計中心者の夫に

死なれ、18歳未満の子

力ぜいるとき◎

　
　
　
　
　
　
　
金

子
完
中
18
き
年
金

　
　
　
　
　
と
子
年

く
以
生
れ
る
母
児

　
　
　
　
　
　
　
準
遺

　
　
　
　
　
　
　
●
　
●：羅杢正線陰料．嬰
　　　　　　　　　　納めて
　　　　　　　　禾納いる

略　　　　　　　　　　　ったとき。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
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早
す
ぎ
る
の
で
は
〃
“

　
　
　
　
　
　
　
　
＊
…
…
六
十
歳
か
ら
の
繰
り
上
げ
請
求

老
齢
年
金
の
支
給
開
始
は
、
原

則
と
し
て
六
十
五
歳
で
す
が
、
本

人
の
希
望
に
よ
っ
て
六
十
歳
か
ら

繰
り
上
げ
支
給
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
ず
・
　
　
　
　
　
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
給

　
し
か
し
、
六
十
歳
か
ら
六
十
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支

歳
の
間
で
繰
り
上
げ
支
給
を
受
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ

る
と
、
下
記
の
図
の
よ
う
に
減
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上

さ
れ
ま
す
。

　
年
々
平
均
寿
命
が
伸
び
、
現
在

六
十
歳
の
人
の
平
均
余
命
は
、
男

の
人
で
約
十
八
年
、
女
の
人
で
二

十
三
年
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
六
十
歳
か
ら
受
給
し
た
人
と
六

十
五
歳
か
ら
受
給
し
た
人
と
で
は

七
十
歳
こ
ろ
ま
で
に
受
給
金
額
が

同
じ
に
な
り
、
そ
れ
以
後
は
、
六

十
五
歳
で
受
給
し
た
人
の
方
が
と

て
も
有
利
で
す
。

　
よ
く
考
え
て
繰
り
上
げ
請
求
を

し
ま
し
ょ
・
つ
。

9
－
1
9
1
1
1
書
－
巳
曜
－
薗
l
l
I
1
1
1
，
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
義
ー

　
　
　
　
　
　
　
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
価

　
　
　
　
　
　
　
一
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
六
十
歳
の
と
き
、
繰
り
上
げ
に

よ
る
減
額
年
金
を
受
給
し
よ
う
か

と
考
え
ま
し
た
。

　
私
は
、
健
康
に
自
信
が
あ
っ
た

し
、
両
親
も
長
生
き
を
し
た
こ
と

も
考
え
、
六
十
五
歳
か
ら
満
額
年

金
を
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
二
年
ほ
ど
前
か
ら
年
金
を
頂
き

長
生
き
を
す
る
の
が
楽
し
み
な
毎

日
で
す
。

巳
渤
盟
劉

　
こ
の
十
一
月
で
六
十
五
歳
を
迎

え
年
金
受
給
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
A
さ
ん
が
い
ま
す
。

　
こ
の
人
が
今
ま
で
に
納
め
た
保

険
料
と
こ
れ
か
ら
受
給
す
る
年
金

額
を
比
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
A
さ
ん
が
、
国
民
年
金
の
で
き

た
と
き
か
ら
、
六
十
歳
に
な
る
ま

で
に
納
め
た
保
険
料
は
、
七
万
九

千
五
百
五
十
円
に
な
り
ま
す
。

　
六
十
五
歳
に
な
っ
た
今
、
一
年

間
に
受
給
で
き
る
年
金
額
は
、
四

十
一
万
七
千
八
百
円
で
す
。
こ
れ

を
単
純
に
比
べ
て
み
ま
す
と
、
ニ

カ
月
少
々
で
保
険
料
の
元
を
取
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
し
か
も
、
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
の

導
入
に
よ
り
、
毎
年
、
年
金
額
が

上
が
っ
て
い
く
上
に
、
生
き
て
い

る
限
り
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。　

国
民
年
金
は
損
か
得
か
と
い
う

こ
と
で
な
く
、
若
い
と
き
に
コ
ツ

コ
ツ
と
保
険
料
を
積
み
た
て
、
老

後
に
ま
と
ま
っ
た
年
金
を
受
給
す

る
こ
と
が
原
則
で
す
。

こ
ん
な
と
き
…
…

　
　
こ
ん
な
手
続
き
を

☆
加
入
手
続
き

　
農
業
や
商
業
、
自
営
業
者
の
方

　
は
、
役
場
の
国
民
年
金
係
ま
で

　
加
入
の
手
続
き
に
お
い
で
く
だ

　
さ
い
。

☆
加
入
し
て
か
ら
の
屈
出
は

■
村
外
か
ら
転
入
し
た
と
き

　
国
民
年
金
手
帳
と
印
鑑

■
他
の
年
金
に
加
入
し
た
と
き

　
あ
ら
た
に
取
得
し
た
被
保
険
者

　
証
と
国
民
年
金
手
帳
と
印
鑑

■
村
外
に
転
出
し
た
と
き

　
未
納
保
険
料
が
あ
っ
た
ら
納
め

　
て
国
民
年
金
手
帳
を
転
出
先
の

　
市
町
村
へ
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
保
険
料
を
納
め
る
と
き

■
納
税
組
合
を
通
じ
て
納
付
書
が

　
配
布
さ
れ
ま
す
の
で
、
納
税
組

　
合
長
さ
ん
ま
で
納
め
て
く
だ
さ

　
い
。
保
険
料
は
ニ
ヵ
月
ず
つ
年

　
六
回
徴
収
し
ま
す
。

☆
六
十
歳
に
な
っ
た
ら

■
満
六
十
歳
に
な
り
ま
す
と
、
役

　
場
か
ら
加
入
期
間
満
了
の
通
知

　
が
行
き
ま
す
の
で
、
六
十
五
歳

　
ま
で
楽
し
み
に
待
っ
て
い
て
く

　
だ
さ
い
。

繰
り
上
げ
請
求
を
希
望
す
る
人

　
は
、
い
つ
で
も
申
請
に
お
い
で

　
く
だ
さ
い
。

☆
年
金
証
書
が
着
く
ま
で

　
裁
定
請
求
を
し
て
か
ら
、
本
人

　
に
年
金
証
書
が
着
く
ま
で
に
は

　
三
ヵ
月
く
ら
い
か
か
り
ま
す
の

　
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

保
険
料
は
生
か
さ
れ

て
い
ま
す
…
…
〃

　
皆
さ
ん
か
ら
納
め
ら
れ
た
保
険

料
は
、
将
来
年
金
が
支
払
わ
れ
る

ま
で
の
間
、
国
が
責
任
を
も
っ
て

所育保南

積
立
て
運
用
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
部
が
年
金
積
立
還
元
融

資
と
し
て
、
私
た
ち
の
村
の
施
設

づ
く
り
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

降
擶
難
倒

　
高
齢
化
社
会
の
進
む
中
で
、
年

金
制
度
は
着
実
に
信
頼
で
き
る
制

度
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
日
の
マ
ス
コ
ミ
は
、
年
金
財

政
の
悪
化
を
報
道
し
、
将
来
、
現

在
の
給
付
水
準
を
維
持
で
き
な
く

な
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
を
し

老人福祉センター

11月21日　やってますか健康づくり

11月28日　あなたの街で社会保険相談を

　　　　行っています

12月5日　こんなときこんな年金が受け

　　　　　られます

12月12日　国民年金の施設を利用しまし

　　　　　ょう

12月19日　みんなで考えよう年金の将来

て
い
ま
す
。

　
確
か
に
年
金
財
政
は
苦
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
原
因
と
し

て
は
、
受
給
者
が
急
に
増
え
た
こ

と
や
、
政
策
的
な
給
付
水
準
の
引

き
上
げ
と
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
の
導

入
等
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
国
民
年
金
の
財
政
が

苦
し
い
の
も
、
昭
和
六
十
五
年
く

ら
い
ま
で
で
、
そ
の
後
は
財
政
事

情
も
お
ち
つ
き
横
ば
い
状
態
に
な

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り

年
金
財
政
も
今
が
一
番
大
変
で
、

あ
と
十
年
も
す
れ
ば
見
通
し
は
明

る
く
な
っ
て
行
く
と
い
う
こ
と
で

す
。

《
ま
》
《
と
》
《
め
》

　　＠＠⑳⑱㊥
④．新潟飴テレビ．⑧

　きょうの健康あすの年金

放送時間　午前7時30分～7時45分

司　会三上彩子
提　供社会保険庁

　
従
来
、
年
金
受
給
は
、
国
民
の

権
利
で
あ
り
、
年
金
に
よ
る
所
得

保
障
は
、
国
の
責
任
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
本
来
の
年
金
制
度
は

働
い
て
い
る
世
代
が
、
年
と
っ
た

世
代
を
順
送
り
に
扶
養
す
る
こ
と

で
す
。
つ
ま
り
親
の
世
代
を
子
供

の
世
代
が
連
帯
責
任
で
面
倒
を
み

る
や
り
方
を
繰
り
返
し
て
行
く
こ

と
で
す
。

　
年
金
を
受
給
す
る
老
齢
世
代
と

費
用
を
負
担
す
る
若
齢
世
代
の
双

方
で
、
充
分
理
解
し
あ
い
、
連
帯

感
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
、
年
金

制
度
の
新
し
い
発
展
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
皆
さ
ん
、
も
う
一
度
年
金
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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糖
尿
病
は
國
囚
病
の
嚢
魔

　
最
近
、
生
活
環
境
や
食
生
活
の

変
化
に
伴
い
糖
尿
病
に
か
か
る
人

が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　
ご
飯
や
菓
子
類
に
は
、
で
ん
ぷ

ん
質
や
糖
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
は
私
た
ち
の
活
動
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
糖
質
が
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
役
に
立
つ
た
め
に
は
、
す

い
臓
か
ら
出
る
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
と

い
う
ホ
ル
モ
ン
の
働
き
が
必
要
で

す
。
と
こ
ろ
が
こ
の
働
き
が
う
ま

く
い
か
な
い
と
、
せ
っ
か
く
食
べ

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
が
利
用
さ
れ
ず

そ
の
ま
ま
排
せ
つ
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
れ
が
糖
尿
病
で
す
。

　
こ
の
病
気
は
、
放
っ
て
お
く
と

脳
卒
中
や
心
臓
病
、
腎
臓
病
な
ど

の
合
併
症
を
起
こ
し
て
し
ま
い
ま

す
。

　
糖
尿
病
の
症
状
と
し
て
は
、
の

ど
が
渇
く
、
疲
れ
や
す
い
、
尿
の

回
数
が
増
え
る
等
が
あ
り
ま
す
の

で
、
少
し
で
も
気
が
か
り
の
あ
る

人
は
、
早
め
に
検
査
を
し
て
も
ら

い
ま
し
ょ
・
つ
。

　
　
　
　
　
刎
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱗

三
十
一
日
以
前
か
ら
持
っ
て
い
た

土
地
や
建
物
を
売
っ
た
場
合
の
長
、

期
譲
渡
所
得
と
、
昭
和
四
十
四
年

一
月
一
日
以
降
に
買
っ
た
土
地
や

土
地
や
建
物
を

売
っ
た
と
き
の
税
金

　
建
物
や
土
地
を
売
っ
た
と
き
に

は
、
売
却
代
金
か
ら
そ
の
取
得
費

と
売
る
た
め
に
か
か
っ
た
費
用
を

差
引
い
た
譲
渡
所
得
に
対
し
て
税

金
が
か
か
り
ま
す
。

　
こ
の
譲
渡
所
得
は
、
売
却
し
た

土
地
や
建
物
の
購
入
時
期
の
違
い

に
よ
り
、
昭
和
四
十
三
年
十
二
月

建
物
を
売
っ
た
場
合
の
短
期
譲
渡

所
得
と
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
長
期
譲
渡
所
得
の
場
合
、
百
万

円
の
特
別
控
除
を
差
引
き
、
残
り

の
所
得
に
税
金
が
か
か
り
ま
す
。

短
期
譲
渡
所
得
に
つ
い
て
は
、
こ

の
特
別
控
除
の
適
用
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
税
率
は
長
期
譲
渡
所
得
の
場
食

所
得
金
額
が
四
千
万
円
ま
で
は
住

民
税
六
％
、
所
得
税
二
〇
％
、
四

千
万
円
を
超
え
る
と
特
別
な
方
法

で
計
算
さ
れ
、
税
率
も
高
く
な
り

ま
す
。
短
期
譲
渡
所
得
は
、
長
期

譲
渡
所
得
よ
り
も
税
率
が
高
く
、

住
民
税
十
二
彩
、
所
得
税
四
〇
鰯

以
上
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
自
分
が
住
ん
で
い
る
建

物
と
そ
の
敷
地
を
売
っ
た
と
き
に

は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
こ
と

に
よ
り
三
千
万
円
の
特
別
控
除
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

火事は心の油　ら
　　　　　　　一、22亘・

　　、、⑳
　　　　　の全国火災子防運助

　秋も深まり、日ごとに寒さが厳し

くなってきました。

　これからの火災原因で最も多いの

が、ストーブやコタツでの不注意で

す。ストーブの真上の干物は、非常

に危険ですのでやめましょう。

　また、冬に入ると雪囲い等のため

避難口がふさがり万一の時、逃げ遅

れる危険がありますので充分注意を

し、子供や老人はなるべく避難しや

すい場所に寝かせましょう。

　当地域では、雪の重みによるプロ

パンガス事故も多発しますので、屋

外の配管やメーターの所には雪の重

みがかからないように、丈夫な囲い

をしてください。

　　　　　　　　　篭

　　σ　　　　　　　　歪欝
　　　　　　　　　　　　　ゆ
ノ窪ア　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
一一一一＿＿一＿一一一一一＿一…’

所
得
税
の
予
定
納
税
は

十
一
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
で
に

　
十
一
月
は
所
得
税
の
予
定
納
税

第
二
期
分
の
納
税
を
す
る
月
で
す
。

第
二
期
分
の
納
税
額
は
、
す
で
に

税
務
署
か
ら
通
知
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
の
通
知
書
の
全
額
を
十

一
月
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
間

に
納
め
て
下
さ
い
。

　
1
予
定
納
税
を
忘
れ
ず
に
ー

　
冬
を
真
近
に
迎
え
今
回
は
セ
ー

タ
ー
の
選
び
方
、
取
扱
い
方
の
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

☆
選
ぷ
時
の
ポ
イ
ン
ト

ー・

編
目
が
た
て
、
よ
こ
と
も
ま

　
っ
す
ぐ
通
り
、
編
み
む
ら
の
な

　
い
も
の
。

2
　
縫
糸
が
目
は
ず
れ
を
し
て
い

　
な
い
も
の
、
上
糸
、
下
糸
の
バ

　
ラ
ン
ス
の
よ
い
も
の
。

5
　
ミ
シ
ン
針
が
編
地
を
切
断
し

　
て
い
な
い
も
の
な
ど
を
選
ぷ
。

☆
取
扱
い
上
の
ポ
イ
ン
ト

生
　
洗
た
く
は
、
取
扱
い
表
示
に

　
よ
っ
て
行
い
、
型
く
ず
れ
を
防

　
ぐ
た
め
た
た
ん
で
収
納
し
ま
し

　
ょ
・
つ
。

2。

編
物
は
、
わ
ず
か
な
傷
か
ら

　
ぼ
ぐ
れ
る
の
で
、
傷
は
小
さ
い

　
う
ち
に
補
修
し
ま
し
ょ
う
。

※
消
費
者
の
知
恵
と
し
て
、
上
手

　
な
商
品
の
選
び
方
を
考
え
ま
し

　
ょ
・
つ
。

〈
村
の
歴
史
V

長
岡
藩
の
家
中
を
曝
め
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
ろ

中
里
村
地
域
産
出
の
木
炉

塾
円
隆
夫

　
越
後
の
冬
は
き
び
し
い
。
江
戸

時
代
で
は
山
林
資
源
の
豊
富
な
山

村
で
は
い
ろ
り
に
赤
々
と
燃
え
る

木
炉
や
薪
に
そ
れ
程
困
ら
な
か
っ

た
が
、
海
辺
の
村
々
や
平
場
の
町

方
で
は
冬
に
備
え
て
の
木
炉
や
薪

の
確
保
は
死
活
の
問
題
で
あ
っ
た
。

　
藩
領
の
多
く
が
平
場
に
所
在
す

る
長
岡
藩
で
は
、
町
方
で
使
用
す

る
木
炉
は
上
田
木
炉
（
六
日
町
近

辺
産
出
の
木
炉
）
や
会
津
木
炉
な

ど
の
他
所
か
ら
移
入
す
る
木
炉
に

頼
っ
て
い
た
が
、
家
中
焚
用
の
木

炉
は
も
っ
ぱ
ら
藩
領
の
山
村
か
ら

「
役
木
炉
」
と
し
て
上
納
さ
れ
る

も
の
に
依
存
し
て
い
た
。
そ
の
「
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ま
ば
か

木
炉
」
の
ほ
と
ん
ど
は
「
山
斗
り

の
組
方
」
で
あ
る
栃
尾
組
か
ら
上

納
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
栃
尾

組
の
栃
堀
、
小
向
両
村
か
ら
の
上

納
は
江
戸
前
期
の
寛
文
年
間
（
一

七
世
紀
後
半
）
以
降
で
、
第
三
代

た
だ
と
き

忠
辰
の
延
宝
期
の
殖
産
興
業
政
策

に
よ
っ
て
さ
か
ん
と
な
り
、
宝
暦

年
間
こ
ろ
（
一
八
世
紀
後
半
）
で

は
年
に
三
〇
〇
坪
前
後
の
上
納
が

あ
っ
た
が
、
幕
末
で
は
わ
ず
か
三

〇
～
五
〇
坪
程
度
に
減
少
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
藩
は
幕
末
に
は
藩

領
以
外
の
山
村
に
【
御
用
木
炉
」

の
伐
り
出
し
を
注
文
し
て
移
入
を

は
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
の
た
び
村
史
編
さ
ん
の
調
査

　
で
明
ら
か
に
な
っ
た
京
都
、
村
山

　
家
文
書
の
「
長
岡
藩
御
用
木
炉
」

　
の
伐
り
出
し
に
関
す
る
史
料
は
こ

　
の
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
貴
重

で
あ
る
『
良
岡
ぺ
の
木
炉
の
搬
入

　
は
陸
路
の
運
送
が
困
難
で
あ
っ
た

　
江
戸
時
代
に
は
川
下
げ
に
よ
る
船

　
積
み
運
送
に
頼
っ
た
が
、
こ
の
こ

　
と
は
木
炉
の
伐
り
出
し
に
は
山
林

　
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
る
村
で
あ
る

　
と
同
時
に
、
川
下
げ
運
送
の
可
能

　
な
村
で
な
け
れ
ば
果
た
せ
な
か
っ

　
た
こ
と
を
認
識
さ
せ
る
。

　
　
そ
の
点
か
ら
い
え
ば
、
清
津
川

　
を
さ
か
の
ぽ
る
二
本
松
地
内
を
は

　
じ
め
と
す
る
木
炉
伐
り
場
を
擁
し
、

　
小
原
地
内
の
七
川
に
千
曲
川
舟
運

　
の
船
下
ケ
場
を
持
つ
中
里
村
地
域

　
は
絶
好
の
「
長
岡
御
用
注
文
木
炉
」

　
の
納
入
に
応
じ
得
る
山
村
で
あ
っ

　
た
と
い
え
よ
う
。
安
政
四
年
（
一

　
八
五
七
）
の
「
為
取
替
申
対
談
謹

　
文
之
事
」
な
ど
の
史
料
に
よ
れ
ば
、

　
五
人
の
「
長
岡
様
御
用
木
炉
請
負

　
人
」
が
田
沢
村
地
内
の
小
字
二
本

　
松
、
そ
で
瀧
、
扇
平
の
三
か
所
を

　
木
炉
伐
り
場
と
し
て
設
定
し
、
彼

　
等
の
差
配
に
よ
っ
て
木
炉
の
伐
り

　
出
し
と
川
下
げ
運
送
が
お
こ
な
わ

　
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
伐
り
出

　
　
し
た
木
炉
は
清
津
川
か
ら
田
沢
新

　
　
田
江
筋
に
引
き
入
れ
て
小
原
地
内

　
　
の
七
川
河
戸
の
船
下
り
場
か
ら
千

　
　
曲
川
を
中
条
ま
で
「
中
条
船
」
と

　
　
よ
ば
れ
る
小
船
に
よ
り
「
壱
船
五

　
　
坪
積
」
で
川
下
げ
運
送
を
し
、
中

　
　
条
村
川
岸
で
大
船
に
よ
る
船
継
ぎ

　
　
を
し
て
長
岡
ま
で
運
ん
だ
。



§（6）広報噸かマ把Nb304　56．11．10

泳ぐ宝石集まる
十日町・中魚沼郡錦鯉品評会

　10月20日、中里村総合センター

前で、十日町市、中魚沼郡錦鯉養

殖協議会の主催による、錦鯉の品

評会が行われ、養殖者38名の手塩

にかけた錦鯉375匹が出品されま

した。

　錦鯉は大きさにより、六部門に

分けられ、体型、色彩、斑紋等が

競われました。

　一般の見学者たちは「これいく

らくらいしらんだべかの一」と色

鮮やかな錦鯉に見とれていました。

☆総合優勝

　津南町　橋野養魚場

☆村内入賞者

　1部（18㎝未満、写り、変り、

　　　光り、その他）

　　3等　中里村養魚センター

　　　　　（アサギ）

　2部（18㎝～28㎝未満、写り、

　　　変り、光り、その他）

　　2等　斉喜正甫（プラチナ）

　　3等　上原　堺（プラチナ）

　3部（28㎝～35㎝未満、写り、

　　　変り、光り、その他）

　　3等　上原　堺（昭和三色）

　4部（35㎝～45㎝未満、写り、

　　　変り、光り、その他）

　　1等　上原　堺（五色）
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汗
を
か
く
っ
て
す
き

　
　
　
　
第
三
回
健
康
マ
ラ
ソ
ン
ジ
ヨ
ギ
ン
グ
大
会

　
十
月
十
日
の
体
育
の
日
に
、
公

民
館
主
催
に
よ
る
マ
ラ
ソ
ン
ジ
ョ

ギ
ン
グ
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
朝
降
り
出
し
た
雨
も
ス
タ
ー
ト

を
す
る
こ
ろ
に
は
す
っ
か
り
あ
が

り
、
絶
好
の
コ
ン
デ
シ
ョ
ン
と
な

り
ま
し
た
。

　
百
四
十
七
名
の
参
加
者
た
ち
は

そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
（
ニ
キ
ロ
、

三
キ
ロ
、
五
キ
ロ
、
八
キ
ロ
）
に

分
か
れ
て
、
自
己
の
体
力
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

　
ふ
だ
ん
走
る
こ
と
の
少
な
い
婦

人
も
ニ
キ
ロ
に
挑
戦
し
、
若
い
者

に
負
け
ま
い
と
が
ん
ぱ
っ
て
い
ま

し
た
。皆

さ
ん
も
、
健
康
の
た
め
に
明

日
か
ら
と
い
わ
ず
、
今
日
か
ら
ジ

ヲ
ギ
ン
グ
を
始
め
て
、
来
年
の
ジ

ョ
ギ
ン
グ
大
会
に
出
場
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
優
勝
者
は
次
の
通
り
。

☆
ニ
キ
ロ
（
小
学
生
女
子
）

　
低
学
年
　
樋
口
由
美
　
貝
野
㈲

まけないでがんばるぞ〃

中
学
年

　
高
学
年

☆
三
キ
ロ

　
低
学
年

　
中
学
年

　
高
学
年

☆
三
キ
ロ

　
　
山
本
幸
子

☆
ニ
キ
ロ

　
通
り
山

通
り
山

☆
五
キ
ロ

　
　
大
島

☆
八
キ
ロ

　
　
田
中

☆
五
キ
ロ

　
　
宮
中

☆
ニ
キ
ロ

　
　
田
中

渡
辺
泉
　
高
道
山
㈲

高
井
和
喜
子
田
沢
㈲

（
小
学
生
男
子
）

服
部
公
彦
田
沢
㈲

佐
藤
昌
志
　
田
沢
㈲

高
野
英
一
郎
倉
俣
㈲

（
中
学
生
女
子
）

　
　
田
沢
中

（
婦
人
）

樋
口
の
り
（
3
5
歳
以

　
　
　
　
　
下
）

小
巻
沢
敦
（
％
歳
以

　
　
　
　
　
上
）

（
中
学
生
男
子
）

誠
　
　
田
沢
中

（
2
1
歳
～
3
9
歳
）

　
石
沢
修
吉

（
3
0
歳
～
39
歳
）

　
樋
口
道
夫

（
4
0
歳
以
上
）

　
鈴
木
善
雄

“
ウ
ワ
ー
”

　
　
大
き
な
お
芋
〃
“

　
十
月
十
三
日
中
里
保
育
所
の
園

児
た
ち
は
、
東
田
沢
へ
芋
堀
り
遠

足
に
行
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
園
児
た
ち
に
自
然
に
親

し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
東
田
沢
の

う
ど
生
産
組
合
の
皆
さ
ん
の
協
力

に
よ
り
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。

　
バ
ス
か
ら
降
り
た
園
児
た
ち
は

さ
っ
そ
く
名
前
の
つ
い
た
ビ
ニ
ー

ル
袋
を
手
に
、
さ
つ
ま
芋
堀
り
に

挑
戦
し
ま
し
た
。
　
「
ほ
っ
て
も
ほ

っ
て
も
で
て
こ
な
い
よ
ー
」
　
「
ウ

ー
、
先
生
と
れ
な
い
よ
：
」
と
、

ど
の
子
も
ふ
だ
ん
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
喜
び
の
表
情
を
し
て
い
ま

し
た
。

　
芋
堀
り
が
終
っ
て
、
ま
た
ま
た

楽
し
み
な
昼
食
で
す
。

大きいだろう

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽

　
青
空
の
下
の
昼
食
会
は
、
も
う
　
伽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽

大
変
な
は
し
ゃ
ぎ
様
で
す
。
き
っ
　
伽

と
今
夜
は
、
ぐ
っ
す
り
と
眠
っ
て
　
僻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽

大
き
な
芋
の
夢
を
見
る
こ
と
で
し
　
弛

よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
伽

文
化
の
日
に
ぎ
わ
う
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
僻

　
十
一
旦
一
百
の
文
化
の
日
に
は
　
～

農
業
祭
、
芸
術
祭
、
芸
能
祭
、
農
協
　
卿

の
展
示
会
等
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽

　
当
日
は
、
あ
い
に
く
の
膚
寒
い
　
帖

天
気
に
も
か
か
わ
危
ず
、
た
く
さ
　
伽

ん
の
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
活
気
に
卿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
軸

　
農
業
祭
の
野
菜
即
売
会
で
は
、
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽

ダ
イ
コ
ン
や
ハ
ク
サ
イ
が
飛
ぶ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽

う
に
売
れ
、
主
婦
に
喜
こ
ば
れ
て
　
僻

い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
伽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
伽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
伽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
伽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
伽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軸
～

　
　
　
　
　
　
　
マ
さ
・
　
伽

　
　
　
　
　
　
　
ド
子
す
　
伽

～　
　
驚
　

　
　
　
　
「
σ
の
児
主
月
卿

　
　
　
　
　
　
　
こ
ド
を
ー
o
伽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ん
　
伽

　　　　　夫婦で登場　角間・鈴木久夫、ゆきえさん

一一知りあったきっかけは、「ボーリングの仕事で富山に行ったとき、宿にし

ていたお寺の娘さんだったんですよ司　　奥さん中里村の第一印象は「はじ

めて遊びに来たとき、トンネルがあったりして、ものすごく山の中だなあ一と

思いました。今は慣れっこになったけど、冬買物に不便ですね司

一お互いのどんなところに魅かれましたか？　だんなさん「健康で明るいと

ころ」おくさん「なんでも知っていて、とても頼りがいのあるところ」と二人

で顔を見合わせながら、仲の良いところを見せてくれました。
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湿
原
を
守
ろ
う

　
　
　
　
小
松
原
清
掃
ハ
イ
キ
ン
グ

　
十
月
十
八
日
、
清
津
山
の
会
主

催
に
よ
る
、
小
松
原
清
掃
ハ
イ
キ

ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
小
松
原
の
自
然
に
親
し

む
こ
と
と
、
ゴ
ミ
等
か
ら
小
松
原

を
守
ろ
う
と
五
年
前
か
ら
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
朝
早
く
集
ま
っ
た
奉
仕
精
神
お

お
せ
い
な
二
十
三
名
の
参
加
者
は

軍
手
に
長
ぐ
つ
ス
タ
イ
ル
で
出
発

し
ま
し
た
。

　
今
年
は
ゴ
ミ
拾
い
の
他
に
最
近

歩道ができていいねえ一

荒
れ
だ
し
た
湿
原
の
保
護
の
た
め

に
、
歩
道
の
両
側
に
ク
イ
を
打
ち

テ
ー
プ
を
張
る
作
業
を
計
画
し
、

参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
四
班
に
分
か

れ
て
こ
の
作
業
に
精
を
出
し
ま
し

た
。

　
や
が
て
、
小
松
原
避
難
小
屋
に

着
く
と
、
小
屋
は
去
年
と
ま
っ
た

く
違
っ
．
た
三
角
形
の
モ
ダ
ン
な
建

物
に
建
て
か
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
さ
っ
そ
く
参
加
者
は
、
小
屋
の

ま
わ
り
を
清
掃
し
、
ま
新
し
い
小

屋
の
中
で
昼
食
を
食
べ
ま
し
た
。

　
紅
葉
に
は
遅
す
ぎ
ま
し
た
が
、

ナ
ナ
カ
マ
ド
の
赤
い
実
や
ゴ
ゼ
ン

タ
チ
花
の
赤
い
実
が
と
て
も
印
象

的
で
し
た
。

　
下
に
降
り
て
か
ら
の
、
ぶ
な
林

と
清
流
の
ほ
と
り
で
の
、
き
の
こ

汁
は
、
参
加
者
の
疲
れ
を
い
っ
ぺ

ん
に
吹
き
飛
ば
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
来
年
湿
原
地
帯
に
木
道
が
延
べ

一
・
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ

て
敷
か
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま

す
。
来
年
は
あ
な
た
も
是
非
参
加

し
ま
し
ょ
う
。

新しくなった小松原避難小■

先生シリーズ
　
今
月
は
、
子
供
た
ち
と

裏
山
を
か
け
め
ぐ
る
の
が

一
番
楽
し
い
と
話
す
若
い

先
生
を
紹
介
し
ま
す
。

！
出
身
地
は

「
糸
魚
川
で
す
」

ー
趣
味
は

高
道
山
小
学
校

　
　
　
高
　
橋

守

i
子
供
た
ち
の
印
象
は

　
「
泥
く
さ
さ
と
、
野
性
的
な
面

を
も
っ
て
い
ま
す
ね
。
け
ど
、
自

分
の
気
持
ち
や
考
え
方
を
う
ま
く

表
に
現
わ
す
こ
と
が
で
き
な
い
ん

で
す
よ
」

1
教
育
方
針
は

噛
灘
％
鱗
⑤
＠
＠
の
㊧
の
0

採
り
、
秋
は
き
の
こ
狩
り
が
い
い

で
す
ね
」

「
そ
れ
に
演
劇
に
興
味
が
あ
っ
て

文
化
祭
の
時
に
は
、
ハ
ッ
ス
ル
す

る
ん
で
す
よ
」

1
中
里
村
の
印
象
は

「
川
岸
段
丘
地
の
、
広
々
と
し
た

な
が
め
に
魅
力
を
感
じ
ま
す
。

『
こ
こ
の
人
た
ち
に
、
厳
し
さ
、

た
く
ま
し
さ
を
感
じ
ま
す
ね
。
雪

の
深
い
中
を
生
活
し
て
い
る
せ
い

で
し
ょ
う
か
」
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凱糊
お

織髄
★受診状況

　1次検診対象者数1，995人

　　　〃　受診者数1，〔m人

　　　　　　　　（50．68％）

　2次検診対象者数505人

　　　〃　受診者数504人

　　　　　　　　（9980％）

★検査成績（1，〔m人中で異常が

　　　　　　あった人）

196人（19．39％）180㎎／d2以上

161人（15．92％）

133人（13．16％）

30人（2．97％）250mg／d2以上

29人　（2。87％）

28人　（2．77％）

中性脂肪

貧血検査

肥満度（＋20〕

コレステロール

尿　　糖

尿蛋白

★2次検診成績（504人中）

　　　242人（48．02％）

192人（38，10％）この内治療中IO2人

68人（13．49％〉

べ　2人（0．4％）

要指導

要医療
要観察
異常なし

「
自
か
ら
考
え
、
判
断
し
、
実
行

す
る
こ
と
の
で
き
る
子
供
た
ち
に

育
て
た
い
」

1
父
兄
に
望
む
こ
と

　
『
仕
事
で
も
な
ん
で
も
い
い
か

ら
、
子
供
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
汗

を
か
く
機
会
を
作
っ
て
欲
し
い
で

す
ね
」

　
子
供
た
ち
に
、
生
の
演
奏
会
や

演
劇
な
ど
を
見
せ
て
や
り
、
子
供

た
ち
に
感
動
を
与
え
て
や
り
た
い

と
力
強
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

伽卿～～伽一一伽軸軸伽弛軸一爬軸伽”）～伽軸～伽”w㎜～伽
　　　統合中学校建設用地造成工事始まる

　　　　昭和55年度に買収した、統合中学校建

　　　設用地約40，000㎡の造成工事が始まり

　　　　ました。

　　　　村では今年中に造成工事を完成させ、

　　　　57年度から3年間で、校舎、体育館、グ

　　　　ランド等の建設を進め、60年4月からの

　　　　1村1中学校の実現をめざしています。　　　　　　大型機械勢ぞろい

ん

　～検査成績から～

　今回の検診で、中性脂肪値の高

い人が非常に多くいました。

　原因を考えてみますと、食生活

がよくなったとはいうものの、ま

だまだ、魚、肉類を中心とする蛋

白源は少なく、太る要素を持つご

飯類、甘味飲料、調理による砂糖

の使用量等が多く食生活のアンバ

ランスが考えられます。また、肥

満者に中性脂肪値が高いのがみら

れ、心障害、動脈硬化、高血圧と

の関連性もみられました。

　“脳卒中をなくそう”のスロー

ガンをかかげて、多くの検診や生

活相談を行っていますが、年間25

～26人の脳卒中者は依然として横

ばい状態です。もっと私たち一人

ひとりが自分を大切に、自分の体

をみつめる機会が必要です。

軸～伽～伽〃）一燃

どんどん進んでいく造成工事


